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１-１ 

１．現状の把握 

 井戸の現地調査 

 

 井戸の現地調査を以下の期間に実施した。 

  令和 3年 10月 15 日（金） 

 井戸の諸元を表 １－１から表 １－３に示す。 

 井戸の現地調査結果は資料１に掲載した。調査結果を踏まえ将来の井戸の運用方法に

ついて評価を行う。 
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表 １－１．西堀浄水場 取水施設一覧 

 

西堀１号井戸 西堀２号井戸 西堀３号井戸 西堀４号井戸 西堀５号井戸 西堀６号井戸 西堀７号井戸 西堀８号井戸

平成９年７月 平成９年７月 令和２年７月 平成９年７月 平成９年７月 平成９年７月

本多１－４ 石神１－１（1-1355-1） 本多１－２（1-1297-1） 堀ノ内２－１（2-2074-5） 本多１－１６（1-1099-4） 本多１－７ 堀ノ内２－１０（2-2115-3） 本多１－４

230-10026-01AB 230-10026-02AB 230-10026-03AB 230-10026-04AB 230-10026-05AB 230-10026-06AB 230-10026-07AB 230-10026-08AB

昭和３８年９月 昭和４１年６月 昭和４３年４月 昭和４４年３月 昭和４８年６月

（平成元年３月別位置） （令和２年６月同位置） （平成元年７月別位置） （平成２９年９月５日同位置） （平成３年８月２３日別位置）

４６．５ｍ ４８．８ｍ ４６．２ｍ ３５．４ｍ ４６．５ｍ ４８．１ｍ ３６．０ｍ ４８．２ｍ

浄水場内・西側 １６．５５㎡ ８４．５３２５㎡ １６９．６３㎡ １００．２２㎡ １００．２２㎡ ６６．１１㎡ 浄水場内･東北側

新座市上下水道部
一部　借地

借地 借地 借地 借地 新座市上下水道部 借地
新座市上下水道部

一部　借地

１９６２年（昭和３７年）１２月２７日～ １９６２年（昭和３７年）１２月２７日～ １９６６年（昭和４１年）１月１０日～ １９６８年（昭和４３年）５月２８日～ １９６８年（昭和４３年）５月２８日～ １９６９年（昭和４４年）１１月１３日 １９７１年（昭和４６年）９月１日～ １９６２年（昭和３７年）１２月２７日～

２０２３年（令和５年）３月３１日 ２０２３年（令和５年）３月３１日 ２０２５年（令和７年）３月３１日 ２０２１年（令和３年）３月３１日 ２０２８年（令和１０年）３月３１日 取得 ２０２１年（令和３年）８月３１日 ２０２３年（令和５年）３月３１日

３００Φ ３００Φ ３００Φ ３００Φ ３００Φ ３５０Φ ３５０Φ ３５０㎜

２７０ｍ ２００ｍ（151.8ｍ） ２１１ｍ ２５１.５ｍ（240.0ｍ） ２００ｍ １９５ｍ（調査不能） ２００ｍ（179.1ｍ） ３００ｍ

地下ピット式 地下ピット式 地下ピット式 地下ピット式 地下ピット式 地下ピット式 地下ピット式 地下ピットレス式

150Φ　DIP 150ΦDIP 150ΦDIP 200Φ 150ΦDIP 200ΦDIP 200Φ 200ΦDIP

縦孔スリット型 スリット型(縦　孔) 連続Ｖスロット巻線型・300A1.5㎜・SUS304 スリット型(縦　孔) 連続Ｖスロット巻線型・300A0.5㎜・SUS304 縦ロッドタイプ 縦ロットタイプ Ｖワイヤータイプ

①182.78～188.50＝ 6.1ｍ ①90.0～ 98.0＝ 8.0 ①76.9～ 83.1＝ 6.2 ①83.34～88.44=5.1ｍ ①106.22～114.62 ①99.0～108.0=9.0ｍ ①87.52～96.34=8.82ｍ 222.7～250.3=25.0ｍ

②199.82～209.77＝10.2ｍ ②105.0～117.0＝12.0 ②116.2～119.4＝3.2 ②171.24～176.34=5.1ｍ ②131.18～141.48 ②166.5～172.5=6.0ｍ ②162.65～168.94=6.29ｍ 261.3～277.9=15.0ｍ

③218.49～249.59＝30.5ｍ ③127.5～133.5＝ 6.0 ③134.7～147.0＝12.3 ③209.46～233.86=24.4ｍ ③174.60～190.00 ③178.5～183.5=5.0ｍ ③177.40～194.5=15.0ｍ (接続分があり実質ｽﾄﾚﾅｰの総延長を示す)

④177.0～185.0＝ 8.0 ④183.0～195.3＝12.3 ④239.38～245.48=6.1ｍ

４６．８０ｍ ３４．０ｍ（２６ｍ） ３４ｍ（有効３３ｍ） ４０．７ｍ ３３．０ｍ ２０．０ｍ ３０．０ｍ（１５．０ｍ） ４０．０ｍ

48.2ｍ埋没ｽﾄﾚﾅｰ8.0ｍが使用不能 11.5ｍ埋没ｽﾄﾚﾅｰ4.0ｍが使用不能 166.5mより深い場所の調査は不能(ｽﾁﾚﾅｰ破損) 20.8ｍ埋没 ｽﾄﾚﾅｰ15.0ｍが使用不可

４８０㎥/日 ８５０㎥/日 ７８０㎥/日 ９００㎥/日 １，０００㎥/日 ６６０㎥/日 ７８０㎥/日 ９１０㎥/日

３，６００㎥　150.0㎥/ｈ以上 ２，１６０㎥　61.1㎥/ｈ ２，０３０㎥　84.6㎥/ｈ ３，４８４㎥　145.2㎥/ｈ以上 ２，８８０㎥　120.00㎥/ｈ（推定） １，４４０㎥　60.00㎥/ｈ ２，４４５㎥　101.90㎥/ｈ ３，３１２㎥　138.00㎥/ｈ

２，１６０㎥/日　90.00㎥/ｈ １，５１０㎥/日　62.92㎥/ｈ １，４２５㎥/日　59.4㎥/ｈ ２，１６０㎥/日　90.00㎥/ｈ ２，０１６㎥/日　84.00㎥/ｈ １，０１０㎥/日　42.08㎥/ｈ １，９５６㎥/日　81.48㎥/ｈ ２，３１８㎥/日　96.60㎥/ｈ

１，０００㎥/日 １，３００㎥/日 １，２００㎥/日 １，５００㎥/日 １，０００㎥/日 １，０００㎥/日 １，２００㎥/日 １，２００㎥/日

４６．１ｍ ３９．５ｍ ３１．８２ｍ ３４．１ｍ ３２．４９ｍ ５４．２ｍ ３５．０ｍ ４８.９５ｍ

５０．９ｍ ４５．０ｍ ４０．０７ｍ ４２．７ｍ ４０．６２ｍ ６０．０ｍ ３９．９ｍ（81.48㎥/ｈ時） ５７.７０ｍ

１２５ＢＨＳ４段 １２５ＢＨＳ４段 100BHS8522D（荏原） 125BHS4526B（荏原） １２５ＢＨＳ４段 １２５ＢＨＳ３段 125BHSS5526（荏原） １２５ＢＨＳ５段

３０ｋｗ　（ 122A） ３０ｋｗ　（ 122A） ２２ｋｗ　（　88A） ２６ＫＷ　（ 103Ａ） ２６ＫＷ　（ 107A） ２２ＫＷ　（　85A） ２６ＫＷ　（ 103A） ３７ＫＷ　（ 146A）

１．８ｍ３／分 １．４ｍ３／分 　０．９ｍ３／分 １．４ｍ３／分 １．５ｍ３／分 １．０ｍ３／分 １．１ｍ３／分 １．４５ｍ３／分

７２ｍ　（7.5㎏/㎝２） ７５ｍ　（3.6㎏/㎝２） ９０ｍ　（㎏/㎝２） ７２ｍ　（  ㎏/㎝２） ６８ｍ　（3.8㎏/㎝２） ７０ｍ　（2.9㎏/㎝２） ７０ｍ　（㎏/㎝２） ８０ｍ　（5.0㎏/㎝２）

水 位 警 報 復 帰 ６５．０ｍ ７６．４５ｍ ６８．０ｍ －－－－ －－－－ －－－－

取 付 位 置 停 止 ７５．０ｍ ８６．４５ｍ ８６．０ｍ ６７．７５ｍ ７４．０ｍ ６８．４ｍ ８０ｍ

７９．７５ｍ（2.75ｍ×29本） ８７．４５ｍ（3.6ｍ×22本・2.75ｍ×3本） ８７．０ｍ（3.0×29本） ６８．７５ｍ（2.75ｍ×25本） ７５．０ｍ（3.0ｍ×25本） ７１．５ｍ（2.75ｍ×26本） ７９．７５ｍ（2.75ｍ×29本） ８２．５ｍ（2.75ｍ×30本）

１２５Φ １２５Φ（SUS） １２５Φ（SUS304） １２５Φ（SGP亜鉛メッキ） １２５Φ（SUS） １２５Φ（ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ鋼管） １２５Φ １２５Φ

平成元年３月現場盤新設 昭和６０年９月現場盤更新 令和３年１月現場盤新設  平成元年現場盤新設 平成２９年現場盤新設 平成７年現場盤更新 平成７年度現場盤更新

平成５年１０月現場盤更新 平成２９年２月現場盤更新

平成３０年３月現場盤更新

稼 働 中 稼 働 中 稼 働 中 稼 働 中 稼 働 中 稼 働 中 稼 働 中 稼 働 中

場内で堀直し 昭和６２年揚水量調査で埋没確認 令和元年１０月ＤＤ工法で掘り直し 平成８年井戸から産業道路分堀天の間DIPに交換 平成７年浄水場から西屋敷の間DIPに交換 平成６年2号井戸と導水管を6号井前で接続 昭和６３年１月揚水量調査破損埋没確認 場内で堀直し

令和３年２月４日使用開始 平成１１年７月ポンプ交換 平成２９年３月ＤＤ工法で掘り直し 6号導水管浄水場までDIPに取替 第2ｽﾄﾚﾅｰ164.9m箇所で破損確認 平成３年８月２３日使用開始

令和２年７月ポンプ・揚水管交換 平成２９年９月５日使用開始 平成１４年１１月交換 昭和６３年１月ポンプオーバーホール

平成３０年３月ポンプ交換（三協工業） 平成２９年２月ポンプ交換（三協工業）

平成３０年３月外構工事（三協工業）

（６号井と合流） （２号と合流）

三協工業 昭和さく泉ＫＫ 三協工業 三協工業 三協工業 三協工業 内藤さく井工業ＫＫ 三協工業

場内 有（第９１４２９号） 有（第９２６３３号） 無（給水栓は井戸用） 有（第９０９９２号） 無 有（第９１２５２号） 場内

平成２９年：福留設備工業 平成３１年３月：並木住設 平成２８年：並木水道 平成２９年９月：松下工業所

注意：㐂美塚宅乙止めから分水

給水栓有無

 (現場操作盤の交換等)

施工業者

新 設 時 自 然 水 位

新 設 時 運 転 水 位

主な改修内容等及び
改修年月日

(細目は井戸別台帳参照)

電気設備の状況

平成２２年排水貯留槽建設
のため切り回し

２０２１(令和３）年１２月３１日付

井 戸 番 号

調 査 確 認 等 年 月 日

所 在 地

地 盤 標 高 （ ｍ ）

（堀直し後の使用開始年月日）
昭和３９年１０月 昭和４５年１１月 昭和４７年３月

敷 地 面 積 （ ㎡ ）

許 可 ( 届 出 ) 番 号

運 転 開 始 年 月 日

土 地 所 有 者

取得年月日・借用期限

ケ ー シ ン グ 口 径

井 戸 の 深 さ ( 埋 没 後 の 深 さ )

ポ ン プ 室 形 態

ス

ト

レ

ナ

ー

の

状

況 （備考）

ストレナーの
位置・総延長

 種　類

導 水 管 口 径 ・ 種 類

（スクリーン合計）

揚 水 機 状 況

平成５年８月高架水槽築造
に伴い導水管140m布設替
え

井

戸

状

況

（
ポ

ン

プ

試

験

成

績

表

よ

り

）

取

水

ポ

ン

プ

の

状

況

ポンプの形式（メーカー）

電 動機 出力 ( 電 流 )

吐 出 量

ポンプ揚程( 基準圧)

繰 出 管 長 さ

繰出管口径（ 材質）

計 画 ( 認可 ) 揚 水量

平成６年導水管交換西堀6号井戸前

で接続し合流して浄水場へ

限 界 揚 水 量

適 正 揚 水 量

取 水 可 能 量
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表 １－３．野火止浄水場 取水施設一覧 

 

野火止１号井戸 野火止２号井戸 野火止３号井戸 野火止４号井戸 野火止５号井戸 団地１号井戸

平成９年７月 平成９年７月 平成２９年３月 平成９年７月 平成９年７月 平成９年７月

野火止７－２０ 野火止７－２０ 東１－７ 東２－７ 野火止７－１７ 新座３－３

230-10026-15AB 230-10026-16AB 230-10026-17AB 230-10026-18AB 230-10026-19AB 230-10026-20AB

２８．３ｍ ２７.５ｍ ２７．５ｍ ２５．７ｍ ２９．０ｍ ９．８ｍ

浄水場内 浄水場内 ８４７．５１㎡と思われる (９２．４５９㎡) ９８．５３６６㎡ (８０㎡)

新座市上下水道部 新座市上下水道部 新座市上下水道部 新座市上下水道部 新座市上下水道部 　住宅公団(施設譲渡管理移管)

１９６０年（昭和３５年）７月２７日 １９６０年（昭和３５年）７月２７日 １９８９年（平成元年）取得と思われる １９６９年（昭和４４年）１１月１３日 １９７１年（昭和４６年）７月

２００㎜ ３００㎜ ３００㎜ ３５０㎜ ３５０㎜ ３００㎜

１５０ｍ　(　　　　) ２００．８ｍ（164.4ｍ） ２０１．６ｍ ２００ｍ（179.8ｍ） ２０２ｍ（167.1ｍ） ２００ｍ

地下ピット式 ピット式改修　昭和59年3月 丸型小屋式 地下ピット式 地下ピット式 地下ピット式

１００ΦＤＣＩＰ 200～300Φ 200～300Φ ２００Φ ２００Φ ２５０ΦＤＣＩＰ

縦　孔　ＮＴＲ 縦　孔 縦　孔 縦　孔 縦　孔 縦　孔　ＮＴＲ

①75.0～86.0＝11.0ｍ ①101.0～106.5＝5.5ｍ ①91.1～96.6＝5.5ｍ ①95.5～101.0＝5.5ｍ ①93.6～99.6＝6.0ｍ ①117.5～126.5＝9.0ｍ

②89.0～92.0＝3.0ｍ ②112.0～123.0＝11.0ｍ ②107.7～113.2＝5.5ｍ ②113.0～118.5＝5.5ｍ ②110.5～119.3＝8.8ｍ ②140.5～152.5＝12.0ｍ

③100.0～112.0＝12.0ｍ ③156.0～172.5＝16.5ｍ ③124.3～129.8＝5.5ｍ ③124.5～135.5＝11.0ｍ ③141.5～144.5＝3.0ｍ ③180.0～192.0＝12.0ｍ

④115.0～132.0＝17.0ｍ ④162.9～179.4＝16.5ｍ ④171.5～188.0＝16.5ｍ ④150.0～162.0＝12.0ｍ

４３．０ｍ ３３．０ｍ（２４．９ｍ） ３３．０ｍ（３０．０ｍ） ３８．５ｍ（３０．３ｍ） ２９．８ｍ ３３．０ｍ

36.4ｍ埋没 ｽﾄﾚﾅｰ8.1ｍが使用不能
167.2ｍにスクリーンの破損を確認
177.3ｍスクリーンが潰れて井戸内
に張り出している（H29.3）

20.2ｍ埋没 ｽﾄﾚﾅｰ8.2ｍが使用不能 34.9ｍ埋没

０㎥/日 ８３０㎥/日 ９２０㎥/日 １，２９０㎥/日 ９６０㎥/日 ５９０㎥/日

２，５００㎥　104.16㎥/ｈ ２，５００㎥　104.16㎥/ｈ ２，８５０㎥　118.75㎥/ｈ ２，８５０㎥　118.75㎥/ｈ ２，８４５㎥　118.5㎥/ｈ

１，７５０㎥/日　72.92㎥/ｈ １，７５０㎥/日　72.92㎥/ｈ ２，０００㎥/日　83.33㎥/ｈ ２，０００㎥/日　83.33㎥/ｈ １，９９０㎥/日　82.92㎥/ｈ

１，３００㎥/日 １，３００㎥/日 １，３００㎥/日 １，０００㎥/日 ６００㎥/日

３６．１ｍ ３５．７５ｍ ４０．５ｍ ４５．１２ｍ １９．５ｍ

４５．４ｍ ４３．１０ｍ ５０．３ｍ ５３．３０ｍ ２３．５ｍ

100BHSJ4518A（荏原） １２５ＢＨＳ １２５ＢＨＳＪ２５２２ １２５ＢＨＳ ＵＳ２－１２５５－１１Ｃ（川本）

１８．５ＫＷ　（ 77.5A） ２２ＫＷ　（ 88A） ２２ＫＷ　（  85A） ２２ＫＷ　（　93A） １１ＫＷ　（  52.0A）

１．６ｍ３／分 １．２ｍ３／分 １．７０ｍ３／分 １．３０ｍ３／分 ２．３０ｍ３／分

４５ｍ　（0.28MPa） ６０ｍ　（㎏/㎝２） ４５ｍ　（　　㎏/㎝２） ７０ｍ　（1.8㎏/㎝２） １９ｍ　（0.36MPa）

水 位 警 報 復 帰 - ４０．２５ｍ ６８．２ｍ(４５．１２)

取 付 位 置 停 止 ５０．５４ｍ ６０．２５ｍ ５０．００ｍ ７８．２ｍ(５３．３０) ２９．２５ｍ

５３．５４ｍ（3.60m×1本・2.75m×18本・レジューサー0.14ｍ） ６３．２５ｍ（2.75ｍ×23本） ４９．５ｍ（2.75ｍ×18本） ７９．２ｍ（3.60ｍ×22本） ３０．２５ｍ（2.75ｍ×11本）

１２５Φ（SGP：亜鉛メッキ） １２５Φ（SGP：亜鉛メッキ） １２５Φ １２５Φ １２５Φ（NC)

昭和５８年８月電気設備撤去 平成９年現場盤交換 平成８年度現場盤更新 平成７年１０月現場盤更新 平成８年度現場盤更新 平成８年３月現場盤更新

平成２９年１月現場盤更新 平成２９年１月現場盤更新 平成３０年３月現場盤更新（受変電設備と一緒）

休 止 中 稼 働 中 稼 働 中 稼 働 中 稼 働 中 休 止 中

昭和５９年　屋外変電所施工に伴い地下式に変更 昭和６０年井戸埋没調査 昭和６０年井戸埋没調査 昭和６０年埋没調査

昭和６０年井戸埋没調査 平成元年　道路拡幅に伴い（面積減有） 昭和６３年ポンプ交換

平成４年３月ポンプ撤去 平成２８年５月揚水管・ポンプ交換（三協工業） 平成27年10月28日よりポンプ不良に付き取水停止 水道新設に伴い導水管一部布設替え

平成２７年１２月水中カメラ調査実施のためポンプ撤去 平成１９年３月ポンプ交換（三協工業） (平成９年井戸から新設道路横断) 平成１９年３月ポンプ交換（三協工業）

平成２９年１月揚水管・ポンプ交換（三協工業） 令和２年３月ポンプ交換（三協工業）

地盤標高は新設ポンプ室築造時の資料より判断

(3.4号井戸と合流し着水井へ) (4号井戸と合流し着水井へ)　

日本さく泉工業 昭和さく泉工業 昭和さく泉工業 昭和さく泉工業 浅野さく泉株式会社 住宅公団

場内 場内 有（メーター無） 無 無 無

２０２１(令和３）年１２月３１日付

昭和４５年９月昭和３５年１２月 昭和４２年７月 昭和４２年７月 昭和４５年３月 昭和４６年３月

導 水 管 口 径 ・ 種 類

主な改修内容等及び
改修年月日

(細目は井戸別台帳参照)

ポンプの形式（メーカー）

電 動機 出力 ( 電 流 )

吐 出 量

ポンプ揚程( 基準圧)

繰 出 管 長 さ

ス

ト

レ

ナ

ー

の

状

況

井

戸

状

況

（
ポ

ン

プ

試

験

成

績

表

よ

り

）

取

水

ポ

ン

プ

の

状

況

揚 水 機 状 況

新 設 時 自 然 水 位

ストレナーの
位置・総延長

繰 出 管 口 径

井 戸 番 号

調 査 確 認 等 年 月 日

所 在 地

地 盤 標 高 （ ｍ ）

敷 地 面 積 （ ㎡ ）

（堀直し後の使用開始年月日）

土 地 所 有 者

許 可 ( 届 出 ) 番 号

運 転 開 始 年 月 日

新 設 時 運 転 水 位

スクリーン合計（有効長）

（備考）

限 界 揚 水 量

適 正 揚 水 量

計 画 ( 認可 ) 揚 水量

取 水 可 能 量

 種　類

取 得 年 月 日 ・ 借 用 期 限

ケ ー シ ン グ 口 径

井 戸 の 深 ※ ① ( 埋 没 深 )

ポ ン プ 室 形 態

給水栓有無

電気設備の状況

 (現場操作盤の交換等)

施 工 業 者

道路新設に伴い導水管一部布設
替え(新設道路横断部分)

設置後　手を加えていないが
自然水位が上昇し揚水量が増加
している

昭和５８年８月６日より新設揚
水ポンプ室築造に伴い使用休止



 

１-5 

 各浄水場の現地調査 

 

 西堀浄水場、片山浄水場、野火止浄水場及び新座団地給水場の現地調査、水運用方法

のヒアリング調査を以下の日程で行った。 

 令和 3年 8月 6日（金） 

 浄水場の諸元を表 １－４に示す。 

 

表 １－４．浄水場施設の諸元 

 
       ※出典：「令和３年度水道事業年報（新座市水道事業）」  

※900 ㎥ 

2023年 3 月見込 
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 配水量実績（月報及び日報）の分析 

 

 月報及び日報について整理した。 

 分析期間は過去３年間（平成３０年度～令和２年度）を対象とした。 

 

１－３－１．月報の分析結果 

 月報を参照するにあたり、データ元は表 １－６の項目を用いた。 

表 １－６．月報の参照項目 

 

月報の項目 

片山浄水場 

西堀浄水場 
野火止浄水場 新座団地給水場 

受水量 県受水量 - 

取水量 ろ過水量＋池差 取水量＋池差 

配水量 給水量 

 

１） 新座市全体（図 １－３） 

以下の日程で受水量が平常時と異なる。 

 

・ 毎年 11月第 2土曜日 ： 大久保浄水場（埼玉県用水供給事業）の点検日 

 

２） 西堀浄水場（図 １－４） 

西堀浄水場は以下の日程で水源水量の状況が平常時と異なっている。 

 

・ 令和 2年 8月中旬  ： 野火止取水井停止に伴い野火止県水受水量を増量したた 

め、全体の受水量を調整するため、西堀県水受水量を減量 

・ 令和 2年 10月中旬 ： 片山取水井停止に伴い片山県水受水量を増量したため、全 

体の受水量を調整するため、西堀県水受水量を減量 

・ 令和 2年 11月 9、10 日 ： 西堀浄水場の電気点検日（水位の変動が大きい） 

・ 令和 3年 2月中旬  : 片山取水井停止に伴い片山県水受水量を増量したため、全 

体の受水量を調整するため、西堀県水受水量を減量 

・ 令和 3年 2月下旬から 3月中旬 : 野火止取水井停止に伴い野火止県水受水量を増量 

したため、全体の受水量を調整するため、西堀県水受水量を減 

量 
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図 １－３．新座市 年間取水量実績と年間受水量実績 

H30 52,401 ㎥/日 48,192 ㎥/日

R1 52,185 ㎥/日 47,415 ㎥/日

R2 55,448 ㎥/日 48,961 ㎥/日一日最大配水量 （12月31日） 一日平均配水量

一日最大配水量 （7月16日） 一日平均配水量

一日最大配水量 （12月31日） 一日平均配水量
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図 １－４．西堀浄水場 年間取水量実績と年間受水量実績 

H30 22,962 ㎥/日 一日平均配水量 21,422 ㎥/日 浄水場別最大配水量 23,043 ㎥/日

R1 22,991 ㎥/日 21,153 ㎥/日 浄水場別最大配水量 22,991 ㎥/日

R2 24,326 ㎥/日 21,737 ㎥/日 浄水場別最大配水量 24,326 ㎥/日一日最大配水量 （12月31日） 一日平均配水量

（12月31日）一日最大配水量 （7月16日）

一日最大配水量 （12月31日） 一日平均配水量 （12月31日）

（12月31日）
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１－３－２．日報の分析結果 

過去３年間（平成３０年度～令和２年度）の月報の分析で、年間を通して同じ傾向がみら

れたため、日報の分析は最新実績である令和２年度の実績を対象とした。 

日報は、表 １－７の日を対象に分析した。配水量分析（日報）の分析結果を資料 2に掲

載した。 

 

表 １－７．日報の分析対象日 

 

 

〇時間変動調整容量の算出 

配水量は時間に応じて変動するが、配水池へ流入する水量（取水量と県水受水量）は、

時間によって変わる場合もあるが原則一定である。受水池や配水池では水位が変動してお

り、その変動幅から時間変動調整容量を以下の式で算出した。 

 

時間変動調整容量（㎥）＝（最大水位（m） - 最小水位（m））×断面積（㎡） 

 

なお、新座団地給水場の停止期間中、野火止浄水場から配水しているため、野火止浄

水場の受配水池の時間変動調整容量は、新座団地給水場の配水池との合計とした。 

 

  

令和2年4月11日 新座市一日平均配水量に近い日

令和2年12月31日 新座市一日最大配水量の記録日

令和2年11月14日 大久保浄水場（県水）の点検日

令和2年11月9日 西堀浄水場の電気点検日 １日目

令和2年11月10日 西堀浄水場の電気点検日 ２日目

令和2年10月22日 野火止浄水場の電気点検日

令和2年10月23日 片山浄水場の電気点検日

令和3年2月7日 片山浄水場の取水停止日（次亜注入施設の工事）

令和3年3月14日 野火止浄水場の取水停止日（次亜注入施設の工事）

選択理由
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２．基本条件の設定 

 将来の水需要の設定 

 

 以下の既存の計画を参考に、将来の水需要を設定した。 

   〇「新座市上水道第７次施設整備事業計画書」 

      （以降「第７次計画」と呼ぶ） 

      ⇒令和元年度実績をベースに令和 12年度（2030）まで推計 

   〇「新座市水道事業アセットマネジメント手法検討業務」 平成 31年 3月 

      （以降「アセット計画」と呼ぶ） 

      ⇒平成 29年度実績をベースに令和 50年度（2068）まで推計 

 

 本計画は、「第７次計画」をベースとすることから、令和 12年度までは、「第７次計画」の水

需要を採用し、令和 13年度以降は、「アセット計画」の水需要を「第７次計画」を参考に見

直しを行った。 

 令和 13年度以降の水需要の見直し方法は、以下のとおりである。 

 

 ①行政区域内人口 

  行政区域内人口＝アセット計画値×補正率（0.997） 

   補正率＝第 7次計画の令和 12年度値（165,889）÷ 

                     アセット計画の令和 12年度値（166,397）＝0.997 

 ②給水区域内人口 

  給水区域内人口＝行政区域内人口 

 ③給水人口 

  給水人口＝給水区域内人口×給水普及率（100.0％） 

 ④生活用 1人当たり有収水量 

  生活用 1人当たり有収水量＝第 7次計画の令和 12年度値一定（224L） 

    （「アセット計画」は 240L） 

 ⑤生活用有収水量 

  生活用有収水量＝給水人口×生活用 1人当たり有収水量 

 ⑥業務営業用等有収水量 

  業務営業用等有収水量＝アセット計画値×補正率（1.015） 

   補正率＝第 7次計画の令和 12年度値（5,980）÷ 

            アセット計画の令和 12年度値（5,889）＝1.015 

 ⑦一日平均有収水量 

  一日平均有収水量＝生活用有収水量＋業務営業用等有収水量 

 



 

 

２-６ 

 供給水量の設定 

 

水道事業の供給能力は、一日最大給水量を基準とするため、令和 50 年度までの一日最

大給水量と供給可能量を図 ２－７に示した。 

将来的に水需要が減少するため、現行の既認可水量で供給水量が不足することはない。 

なお、将来の自己水については、既設取水井の状況や今後の水運用の方向性と整合を

図った上で設定を行うこととする。 

 

 
※受水量は計画給水量（既認可）で設定している。 

図 ２－７． 供給可能量 

  

項目 2019 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065 2068

（㎥/日） R1（実績） R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42 R47 R50

 計画一日最大給水量① 57,800 57,800 57,800 57,800 57,800 57,800 57,800 57,800 57,800 57,800 57,800

　　受水量 44,300 44,300 44,300 44,300 44,300 44,300 44,300 44,300 44,300 44,300 44,300

　　西堀浄水量 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700

　　野火止浄水量(団地含む） 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300

　　片山浄水量 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500

 一日最大給水量② 52,185 53,870 52,535 51,936 51,306 50,641 49,981 49,326 48,680 48,038 47,657

①－② 5,615 3,930 5,265 5,864 6,494 7,159 7,819 8,474 9,120 9,762 10,143

 ①÷②×100 90.3 93.2 90.9 89.9 88.8 87.6 86.5 85.3 84.2 83.1 82.5

※浄水量は、計画最大取水量に0.94（浄水ロス）を乗じた値で設定した。
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２-７ 

 浄水場の現行計画 

２－３－１．新座市上水道第７次施設整備事業 

 「アセット計画」による更新基準を表 ２－１に示す。法定耐用年数、更新基準による浄水施

設の更新時期を表 ２－２に示す。 

 「第 7次計画」における主要施設の更新計画は、以下のとおりであり、令和３年度から令和

7年度に西堀浄水場の再配置計画が位置付けられている。（表 ２－３～表 ２－６参照） 
 

＜西堀浄水場＞ 

  ・高架水槽耐震補強  令和 5年度 

             （ただし、令和 4年 10月 24日市長決裁により工事中止を決定） 

  ・電気室改修   令和 3年度 

  ・受変電設備、自家発更新 令和 4年度（一部改良） 

＜片山浄水場＞ 

  ・高架水槽耐震補強  令和 4年度 

  ・高架水槽動力盤更新 令和 3年度 

＜新座団地給水場＞ 

  ・配水池及びポンプ室改修 令和 4年度 
 

 表 ２－２に、新座市更新基準に基づき、浄水場の更新時期を整理した。令和 18年度から

令和 27年度の 10年間では、主にろ過機が更新対象となる。令和 28 年度から令和 37年

度の 10年間になると各浄水場及び給水場の土木構造物が更新対象となり、更新需要が集

中することが想定される。 
 

更新対象となる施設 

＜R18－R27＞ 

  ・西堀浄水場ろ過機 

  ・片山浄水場ろ過機 

  ・野火止浄水場電気設備（受変電） 

＜R28－R37＞ 

  ・西堀浄水場県水着水井及び受水池 

  ・片山浄水場自己水着水井、受水地及び配水池 

  ・片山浄水場ポンプ室、電気設地（受変電）及び自家発電設備 

  ・野火止浄水場着水井（自己水及び県水） 

  ・野火止浄水場受水池及び配水池 

  ・野火止浄水場自家発電設備 
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表 ２－１．新座市水道事業における更新基準 

 

 出典：「新座市水道事業アセットマネジメント」 平成 31 年 3 月 新座市上下水道部 

新座市水道事業における更新基準年数

工種
新座市
更新基準

備考

建築 70 適切なメンテナンス・修繕を前提

73 適切なメンテナンス・修繕を前提

60 定期的な清掃・発錆除去等を前提

25 点検、整備を前提

20 点検、整備を前提

30 点検、整備を前提

30 点検、整備を前提

24 点検、整備を前提

30 点検、整備を前提

陸上 30 点検、整備を前提

水中 15 ノーメンテナンスを前提

20 点検、整備を前提

15 点検、整備を前提

10 点検、整備を前提

量水器 8 法定

管路 50 定期的な清掃等を前提

80 定期的な清掃等を前提

60 定期的な清掃等を前提

70 定期的な清掃等を前提

40 定期的な清掃等を前提

60 定期的な清掃等を前提

50 定期的な清掃等を前提

40 定期的な清掃等を前提

60 定期的な清掃等を前提

40 定期的な清掃等を前提

60 定期的な清掃等を前提

40 定期的な清掃等を前提

40 定期的な清掃等を前提

基幹管路 40 導水管

耐震化 ※更新を優先する。 40 送水管

※更新後は上記の更新基準年数による。 40 配水本管

40 配水支管　φ250mm、φ200mm

鋳鉄管（ダクタイル鋳鉄管を除く）

ダクタイル鋳鉄管　耐震型継手

ダクタイル鋳鉄管（上記以外）

土木

電気設備

直流電源設備

発電機設備

受変電設備

下記を除く機械設備

ろ過機

ポンプ

機械設備

計装設備 監視制御設備、流量計、水位計

監視カメラ

水質計類

分類

RC造、PC造

ステンレス鋼板製

下記を除く電気設備

非耐震管路

その他（管種不明を含む)

鋼管　溶接継手

鋼管（上記以外）

硬質塩化ビニル管（RRロング継手)

硬質塩化ビニル管(RR継手)

硬質塩化ビニル管(上記以外)

ポリエチレン管(高密度、熱融着継手)

ポリエチレン管(上記以外)

ステンレス管(耐震型継手を有する)

ステンレス管(上記以外)
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表 ２－２．浄水施設の更新時期 

 

：法定耐用年数を超過 ：新座市更新基準を超過 ：新座市上水道第７次施設整備事業 ：R8年度以降から10年単位でみて、更新の検討対象となる期間

S44 S59 S51 H3 S47 S50 S43 S45 H6 S43 H17 H23 S60 S47 H22 H6 H21 S47 S49 S60 S60 H5 H3 H4 S56 S56 S47 S51 S48 S48 S48 S50 H26 S58 H14 H15 H23 S44

1969年 1984年 1976年 1991年 1972年 1975年 1968年 1970年 1994年 1968年 2005年 2011年 1985年 1972年 2010年 1994年 2009年 1972年 1974年 1985年 1985年 1993年 1991年 1992年 1981年 1981年 1972年 1976年 1973年 1973年 1973年 1975年 2014年 1983年 2002年 2003年 2011年 1969年

R3 2021 52 37 45 30 49 46 53 51 27 53 16 10 36 49 11 27 12 49 47 36 36 28 30 改修 29 40 40 49 45 48 48 48 46 7 38 19 18 10 52 R3 2021

R4 2022 53 38 46 31 50 47 54 52 28 補強 54 17 11 37 50 12 28 13 50 48 37 37 29 31 30 41 解体 41 更新 50 46 49 49 49 47 8 39 20 19 11 53 改修 R4 2022

R5 2023 54 39 47 32 51 48 55 53 29 55 18 12 38 51 13 29 14 51 49 38 38 30 補強 32 31 42 42 51 更新 47 50 50 50 48 9 40 21 20 12 54 R5 2023

R6 2024 55 40 48 33 52 49 56 54 30 56 19 13 39 52 14 30 15 52 50 39 39 31 33 32 43 43 52 48 51 51 51 49 10 41 22 21 13 55 R6 2024

R7 2025 56 41 49 34 53 50 57 55 31 57 20 14 40 53 15 31 16 53 51 40 40 32 34 33 44 44 53 49 52 52 52 50 11 42 23 22 14 56 R7 2025

R8 2026 57 42 50 35 54 51 58 56 32 58 21 15 41 54 16 32 17 54 52 41 41 33 35 34 45 45 54 50 53 53 53 51 12 43 24 23 15 57 R8 2026

R9 2027 58 43 51 36 55 52 59 57 33 59 22 16 42 55 17 33 18 55 53 42 42 34 36 35 46 46 55 51 54 54 54 52 13 44 25 24 16 58 R9 2027

R10 2028 59 44 52 37 56 53 60 58 34 60 23 17 43 56 18 34 19 56 54 43 43 35 37 36 47 47 56 52 55 55 55 53 14 45 26 25 17 59 R10 2028

R11 2029 60 45 53 38 57 54 61 59 35 61 24 18 44 57 19 35 20 57 55 44 44 36 38 37 48 48 57 53 56 56 56 54 15 46 27 26 18 60 R11 2029

R12 2030 61 46 54 39 58 55 62 60 36 62 25 19 45 58 20 36 21 58 56 45 45 37 39 38 49 49 58 54 57 57 57 55 16 47 28 27 19 61 R12 2030

R13 2031 62 47 55 40 59 56 63 61 37 63 26 20 46 59 21 37 22 59 57 46 46 38 40 39 50 50 59 55 58 58 58 56 17 48 29 28 20 62 R13 2031

R14 2032 63 48 56 41 60 57 64 62 38 64 27 21 47 60 22 38 23 60 58 47 47 39 41 40 51 51 60 56 59 59 59 57 18 49 30 29 21 63 R14 2032

R15 2033 64 49 57 42 61 58 65 63 39 65 28 22 48 61 23 39 24 61 59 48 48 40 42 41 52 52 61 57 60 60 60 58 19 50 31 30 22 64 R15 2033

R16 2034 65 50 58 43 62 59 66 64 40 66 29 23 49 62 24 40 25 62 60 49 49 41 43 42 53 53 62 58 61 61 61 59 20 51 32 31 23 65 R16 2034

R17 2035 66 51 59 44 63 60 67 65 41 67 30 24 50 63 25 41 26 63 61 50 50 42 44 43 54 54 63 59 62 62 62 60 21 52 33 32 24 66 R17 2035

R18 2036 67 52 60 45 64 61 68 66 42 68 31 25 51 64 26 42 27 64 62 51 51 43 45 44 55 55 64 60 63 63 63 61 22 53 34 33 25 67 R18 2036

R19 2037 68 53 61 46 65 62 69 67 43 69 32 26 52 65 27 43 28 65 63 52 52 44 46 45 56 56 65 61 64 64 64 62 23 54 35 34 26 68 R19 2037

R20 2038 69 54 62 47 66 63 70 68 44 70 33 27 53 66 28 44 29 66 64 53 53 45 47 46 57 57 66 62 65 65 65 63 24 55 36 35 27 69 R20 2038

R21 2039 70 55 63 48 67 64 71 69 45 71 34 28 54 67 29 45 30 67 65 54 54 46 48 47 58 58 67 63 66 66 66 64 25 56 37 36 28 70 R21 2039

R22 2040 71 56 64 49 68 65 72 70 46 72 35 29 55 68 30 46 31 68 66 55 55 47 49 48 59 59 68 64 67 67 67 65 26 57 38 37 29 71 R22 2040

R23 2041 72 57 65 50 69 66 73 71 47 73 36 30 56 69 31 47 32 69 67 56 56 48 50 49 60 60 69 65 68 68 68 66 27 58 39 38 30 72 R23 2041

R24 2042 73 58 66 51 70 67 74 72 48 74 37 31 57 70 32 48 33 70 68 57 57 49 51 50 61 61 70 66 69 69 69 67 28 59 40 39 31 73 R24 2042

R25 2043 74 59 67 52 71 68 75 73 49 75 38 32 58 71 33 49 34 71 69 58 58 50 52 51 62 62 71 67 70 70 70 68 29 60 41 40 32 74 R25 2043

R26 2044 75 60 68 53 72 69 76 74 50 76 39 33 59 72 34 50 35 72 70 59 59 51 53 52 63 63 72 68 71 71 71 69 30 61 42 41 33 75 R26 2044

R27 2045 76 61 69 54 73 70 77 75 51 77 40 34 60 73 35 51 36 73 71 60 60 52 54 53 64 64 73 69 72 72 72 70 31 62 43 42 34 76 R27 2045

R28 2046 77 62 70 55 74 71 78 76 52 78 41 35 61 74 36 52 37 74 72 61 61 53 55 54 65 65 74 70 73 73 73 71 32 63 44 43 35 77 R28 2046

R29 2047 78 63 71 56 75 72 79 77 53 79 42 36 62 75 37 53 38 75 73 62 62 54 56 55 66 66 75 71 74 74 74 72 33 64 45 44 36 78 R29 2047

R30 2048 79 64 72 57 76 73 80 78 54 80 43 37 63 76 38 54 39 76 74 63 63 55 57 56 67 67 76 72 75 75 75 73 34 65 46 45 37 79 R30 2048

R31 2049 80 65 73 58 77 74 81 79 55 81 44 38 64 77 39 55 40 77 75 64 64 56 58 57 68 68 77 73 76 76 76 74 35 66 47 46 38 80 R31 2049

R32 2050 81 66 74 59 78 75 82 80 56 82 45 39 65 78 40 56 41 78 76 65 65 57 59 58 69 69 78 74 77 77 77 75 36 67 48 47 39 81 R32 2050

R33 2051 82 67 75 60 79 76 83 81 57 83 46 40 66 79 41 57 42 79 77 66 66 58 60 59 70 70 79 75 78 78 78 76 37 68 49 48 40 82 R33 2051

R34 2052 83 68 76 61 80 77 84 82 58 84 47 41 67 80 42 58 43 80 78 67 67 59 61 60 71 71 80 76 79 79 79 77 38 69 50 49 41 83 R34 2052

R35 2053 84 69 77 62 81 78 85 83 59 85 48 42 68 81 43 59 44 81 79 68 68 60 62 61 72 72 81 77 80 80 80 78 39 70 51 50 42 84 R35 2053

R36 2054 85 70 78 63 82 79 86 84 60 86 49 43 69 82 44 60 45 82 80 69 69 61 63 62 73 73 82 78 81 81 81 79 40 71 52 51 43 85 R36 2054

R37 2055 86 71 79 64 83 80 87 85 61 87 50 44 70 83 45 61 46 83 81 70 70 62 64 63 74 74 83 79 82 82 82 80 41 72 53 52 44 86 R37 2055

R38 2056 87 72 80 65 84 81 88 86 62 88 51 45 71 84 46 62 47 84 82 71 71 63 65 64 75 75 84 80 83 83 83 81 42 73 54 53 45 87 R38 2056

R39 2057 88 73 81 66 85 82 89 87 63 89 52 46 72 85 47 63 48 85 83 72 72 64 66 65 76 76 85 81 84 84 84 82 43 74 55 54 46 88 R39 2057

R40 2058 89 74 82 67 86 83 90 88 64 90 53 47 73 86 48 64 49 86 84 73 73 65 67 66 77 77 86 82 85 85 85 83 44 75 56 55 47 89 R40 2058

R41 2059 90 75 83 68 87 84 91 89 65 91 54 48 74 87 49 65 50 87 85 74 74 66 68 67 78 78 87 83 86 86 86 84 45 76 57 56 48 90 R41 2059

R42 2060 91 76 84 69 88 85 92 90 66 92 55 49 75 88 50 66 51 88 86 75 75 67 69 68 79 79 88 84 87 87 87 85 46 77 58 57 49 91 R42 2060

R43 2061 92 77 85 70 89 86 93 91 67 93 56 50 76 89 51 67 52 89 87 76 76 68 70 69 80 80 89 85 88 88 88 86 47 78 59 58 50 92 R43 2061

R44 2062 93 78 86 71 90 87 94 92 68 94 57 51 77 90 52 68 53 90 88 77 77 69 71 70 81 81 90 86 89 89 89 87 48 79 60 59 51 93 R44 2062

R45 2063 94 79 87 72 91 88 95 93 69 95 58 52 78 91 53 69 54 91 89 78 78 70 72 71 82 82 91 87 90 90 90 88 49 80 61 60 52 94 R45 2063

R46 2064 95 80 88 73 92 89 96 94 70 96 59 53 79 92 54 70 55 92 90 79 79 71 73 72 83 83 92 88 91 91 91 89 50 81 62 61 53 95 R46 2064

R47 2065 96 81 89 74 93 90 97 95 71 97 60 54 80 93 55 71 56 93 91 80 80 72 74 73 84 84 93 89 92 92 92 90 51 82 63 62 54 96 R47 2065

R48 2066 97 82 90 75 94 91 98 96 72 98 61 55 81 94 56 72 57 94 92 81 81 73 75 74 85 85 94 90 93 93 93 91 52 83 64 63 55 97 R48 2066

R49 2067 98 83 91 76 95 92 99 97 73 99 62 56 82 95 57 73 58 95 93 82 82 74 76 75 86 86 95 91 94 94 94 92 53 84 65 64 56 98 R49 2067

R50 2068 99 84 92 77 96 93 100 98 74 100 63 57 83 96 58 74 59 96 94 83 83 75 77 76 87 87 96 92 95 95 95 93 54 85 66 65 57 99 R50 2068

R51 2069 100 85 93 78 97 94 101 99 75 101 64 58 84 97 59 75 60 97 95 84 84 76 78 77 88 88 97 93 96 96 96 94 55 86 67 66 58 100 R51 2069

R52 2070 101 86 94 79 98 95 102 100 76 102 65 59 85 98 60 76 61 98 96 85 85 77 79 78 89 89 98 94 97 97 97 95 56 87 68 67 59 101 R52 2070

R53 2071 102 87 95 80 99 96 103 101 77 103 66 60 86 99 61 77 62 99 97 86 86 78 80 79 90 90 99 95 98 98 98 96 57 88 69 68 60 102 R53 2071

R54 2072 103 88 96 81 100 97 104 102 78 104 67 61 87 100 62 78 63 100 98 87 87 79 81 80 91 91 100 96 99 99 99 97 58 89 70 69 61 103 R54 2072

R55 2073 104 89 97 82 101 98 105 103 79 105 68 62 88 101 63 79 64 101 99 88 88 80 82 81 92 92 101 97 100 100 100 98 59 90 71 70 62 104 R55 2073

R56 2074 105 90 98 83 102 99 106 104 80 106 69 63 89 102 64 80 65 102 100 89 89 81 83 82 93 93 102 98 101 101 101 99 60 91 72 71 63 105 R56 2074

R57 2075 106 91 99 84 103 100 107 105 81 107 70 64 90 103 65 81 66 103 101 90 90 82 84 83 94 94 103 99 102 102 102 100 61 92 73 72 64 106 R57 2075

R58 2076 107 92 100 85 104 101 108 106 82 108 71 65 91 104 66 82 67 104 102 91 91 83 85 84 95 95 104 100 103 103 103 101 62 93 74 73 65 107 R58 2076

R59 2077 108 93 101 86 105 102 109 107 83 109 72 66 92 105 67 83 68 105 103 92 92 84 86 85 96 96 105 101 104 104 104 102 63 94 75 74 66 108 R59 2077

R60 2078 109 94 102 87 106 103 110 108 84 110 73 67 93 106 68 84 69 106 104 93 93 85 87 86 97 97 106 102 105 105 105 103 64 95 76 75 67 109 R60 2078

R61 2079 110 95 103 88 107 104 111 109 85 111 74 68 94 107 69 85 70 107 105 94 94 86 88 87 98 98 107 103 106 106 106 104 65 96 77 76 68 110 R61 2079

R62 2080 111 96 104 89 108 105 112 110 86 112 75 69 95 108 70 86 71 108 106 95 95 87 89 88 99 99 108 104 107 107 107 105 66 97 78 77 69 111 R62 2080

※固定資産台帳に基づく耐用年数

－ － H4予定 耐震補強

更新

H15 H15 H9 － ？ ？－ － H25 H20 H15H22 H21 ？ ？ H5予定 H4予定－ 未定 未定 － 未調査 －H19 H11 H10 H4予定 未調査 －耐震補強 必要なし H19 未調査 未調査 H19

30年 30年 73年 新座市更新基準

 設置年度  設置年度

70年 73年 73年 60年 70年 70年30年 70年 30年 70年 73年 73年73年 73年 73年 73年 73年 70年

58年

30年 73年 73年 73年 30年 73年73年 73年 73年 73年 70年 30年

38年 16年 16年 58年 法定耐用年数※

新座市更新基準 73年 70年 73年 30年 73年

24年 58年 58年 58年 50年 38年16年 38年 16年 50年 58年 58年58年

電気 土木建築電気 土木 土木 土木 機械 土木 土木 土木

58年 58年 58年 40年 50年 16年

電気土木 土木 土木 土木 建築 電気

58年 58年 40年 38年16年 58年 58年 30年 15年

No2

配水池

2500㎥

高架水槽

1300㎥

3900㎥

法定耐用年数※ 58年 24年 30年 15年 58年

建築 土木 土木 土木 建築 建築電気 建築 電気 建築 土木 土木土木 土木 土木

野火止浄水場 新座団地

 施設名

工種 土木 建築 土木 機械 土木

県水

着水井

薬品

注入室

受水池

北側

2500㎥

電気室
電気設備

(受変電)
発電機室

自家発

電設備

水道管理

センター

自己水

着水井
排水処理

No1

受水池

5000㎥

 施設名

片山浄水場 西堀浄水場

No2

受水池

5000㎥

ポンプ室

電気室
電気室

電気設備

(受変電)

自家発

電設備

配水池

1100㎥

配水池

南側

2300㎥

高架水槽

(SUS)

4000㎥

ポンプ室
自己水

着水井

薬品

注入室
接触池 ろ過機

No1(南)

受水池

3000㎥

No2(北)

受水池

3000㎥

No1(南)

配水池

1340㎥

No2(北)

配水池

1790㎥

高架水槽

1000㎥

1000㎥

電気設備

(受変電)

自家発

電設備

自己水

着水井

県水

着水井
接触池 ろ過機

No1

配水池

2500㎥
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表 ２－３．西堀浄水場整備事業年次計画 

 

 

表 ２－４．片山浄水場整備事業年次計画 
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表 ２－５．野火止浄水場整備事業年次計画 

 

 

表 ２－６．新座団地給水場整備事業年次計画 
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２－３－２．浄水施設における現況の課題 

 現浄水施設更新における課題は次のとおりである。 

 

＜片山浄水場＞ 

 片山浄水場の周囲には住宅が立ち並んでいることから、更新に伴う建設重機の進入、取り

壊し時に発生する騒音について充分に配慮する必要がある。また、空きスペースがないこと

から、既設の配水池を撤去して、段階的に施設を更新する必要があり、工事期間が長期に

わたるため、周辺住民への騒音等の影響が長期間に及ぶ。 

 既設の配水池を撤去する場合は、運用上、容量不足とならないか、検証が必要となる。 

 また、配水池の上部に高架水槽への場内送水管が布設されており、可とう継手でないた

め、危機管理上の問題があり、早期解消が必要な状況である。（図 １－８参照） 

 以上のことから、片山浄水場の整備については、以下の条件をクリアする必要がある。 

 

   条件１：周辺住民への配慮のため、短期間で工事を実施する必要がある。 

   条件２：工事中の配水池容量の確保（12時間分の配水池容量が確保できない。） 

   条件３：高架水槽への場内送水管の早期更新 
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２－３－３．再配置計画における今後の方針 

 片山浄水場と野火止浄水場については、平成 31年度から令和 2年度にかけて、浄水場

ごとに検討を行ってきたが、表 ２－８に示すように、用地確保の問題や騒音対策、配水池容

量確保の課題が残り、浄水場ごとに更新を行うことが難しい状況である。 
 

表 ２－８．現況の浄水場の再配置計画の課題 

項目 片山浄水場 野火止浄水場 

再配置 

内容 

配水池上部の場内送水管の耐震化 

ろ過機の老朽化（更新基準を経過） 

自己水の浄水処理の新設（マンガン

対策） 

課題 

①近隣に用地を確保できない。 

②既設用地で更新すると、配水池容

量は 12時間分を確保できない。（ 

表 ２－９参照） 

③更新期間中は、配水池容量が小さ

くなるため、県水の電気点検時に容

量不足となる懸念がある。 

④既設用地で更新すると工事期間が

長期に渡り（6年間）、近隣住民への

騒音対策が課題となる。 

①近隣に用地を確保できない。 

②既設用地で更新すると、配水池容

量は 12時間分を確保できない。 

（表 ２－９参照） 

③更新期間中は、配水池容量が小さ

くなるため、県水の電気点検時に容

量不足となる懸念がある。 

解決策 

①容量不足を解消するため、配水区

域を小さくする。 

①容量不足を解消するため、配水区

域を小さくする。 

②野火止浄水場の配水区域の時間変

動を吸収するため、比較的水源水

質が良好な団地給水場を活用す

る。自己水の取水量を変動させるこ

とで、時間変動を吸収し、配水池の

負荷を低減させる。 

③野火止浄水場の配水区域の時間変

動を吸収するため、県水からの変動

受水を行う。 
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表 ２－９．配水池容量と滞留時間 

 

 

＜今後の検討方針＞ 

 再配置計画については、以下の理由により、西堀、片山、野火止浄水場及び新座団地給

水場の配水区域の再編成を行った上で、各浄水場の全体的な水運用の検討を行い、運用

面及び費用面において最適な再配置計画を検討する。 
 

⚫ 更新期間中の容量不足を解消するためには、片山浄水場と野火止浄水場の配水区域

を小さくし、容量に余裕がある西堀浄水場に負担するなど、全体的な配水区域の再編

成を行う必要がある。 

 ⇒イメージ図 図 ２－１３参照 

⚫ 西堀配水区域を拡大する場合、西堀浄水場の運用についても検討する必要がある。 

⚫ 野火止の取水井を廃止する案も考えられ、野火止のみならず全体の自己水の方向性を

明確にする必要がある。 

⚫ 現在、県水からの受水は定量受水であり、自己水を配水量のピーク時等に多く取水す

ることで、配水池容量と合わせて配水量の時間変動を吸収している。今後、自己水の見

直しに伴い、自己水が減少した場合は、必要に応じて変動受水への切り替えも踏まえ

た検証を行う。また、年に１回の県水の電気点検時は、県水からの受水が停止するため

（10時～16時）、県水受水停止時にも配水可能な容量を確保する必要がある。自己水

の運用を変更する場合は、既設配水池容量の運用実態を踏まえた全体の水運用状況

を分析する必要がある。 

 

  

R2日最大

（㎥/日）

滞留時間

（hr）

R2日最大

（㎥/日）

滞留時間

（hr）

R2日最大

（㎥/日）

滞留時間

（hr）

 西堀浄水場　No.1受水池 5,000 5,000 5,000

 西堀浄水場　No.2受水池 5,000 5,000 5,000

 西堀浄水場　No.1配水池 2,500 2,500 2,500

 西堀浄水場　No.2配水池 2,500 2,500 2,500

 片山浄水場　No.1受水池 3,000 3,000 3,000

 片山浄水場　No.2受水池 3,000 3,000 3,000

 片山浄水場　No.1配水池 1,790 撤去 1,790

 片山浄水場　No.2配水池 1,340 1,340 1,340

 野火止浄水場　受水池 2,500 2,500 撤去

 野火止浄水場　配水池 2,300 2,300 2,300

 新座団地給水場　配水池 900 900 0 900 900 0 900 900 0

合計 29,830 55,448 12.9 28,040 55,448 12.1 27,330 55,448 11.8

※2023年3月見込み値

18,251

14.8

12.0

4,800 12,871 9.0

15,000

9,130

現況

施設名

片山浄水場　No1.配水池撤去時

容量

（㎥）

15,000 24,326 14.824,326

容量

（㎥）

7,340 18,251 9.7

4,800 12,871 9.0

野火止浄水場　受配水池撤去時

容量

（㎥）

15,000 24,326 14.8

9,130 18,251 12.0

2,300 12,871 4.3

※※※※ ※ ※
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図 ２－１３．再配置計画のイメージ 

 

  

新座団地給水場 

の区域拡大 

西堀低区系 

の区域拡大 

西堀低区系 

の区域拡大 
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 水源条件の整理 

 

２－４－１．既認可計画水量 

 自己水の取水量は、新座市水道事業経営変更認可申請書（第４次拡張変更）（以降「既

認可」と呼ぶ）において、計画取水量（表 ２－１０参照）以内で取水することが定められてい

る。計画取水量以上を取水する場合は、水道事業の変更認可が必要となる。 

 表 ２－１０に示す取水量の用語の説明は以下のとおりである。 

 

  ① 限界揚水量 

    段階揚水試験で、これ以上揚水量を増やすと急激に水位が降下し、井戸に障害を起 

   こす揚水量 

 

  ② 適正揚水量 

    限界揚水量の 70％～80％程度の揚水量 

    水道施設設計指針（日本水道協会）では、段階揚水試験で、これ以上揚水量を増や 

   すと急激に水位が低下し、井戸に障害を起こす量を限界揚水量とし、限界揚水量の 

   70％以下の揚水量を適正揚水量としている。 

 

  ③ 取水可能量（既認可） 

    県水の取水制限や井戸の維持管理のための許可水量（表 ２－１１参照） 

 

  ④ 計画取水量（既認可） 

    水道事業認可で定められた取水可能量（表 ２－１１参照） 

 

  ⑤ 計画給水量（既認可） 

    給水量ベースに換算した場合の水量（表 ２－１１参照）である。 

    以下の式で算出される。 

     計画給水量＝計画取水量×0.94 
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表 ２－１０．計画取水量と計画給水量の整理 

 

 

  

限界揚水量

(m3/日)

適正揚水量

(m3/日)

取水可能量

（既認可）

(m3/日)

計画取水量

（既認可）

(m3/日)

計画給水量

（既認可）

(m3/日)

64,800 57,800

22,100 14,380 13,500

44,300 44,300 44,300

66,400 58,680

野火止浄水場 野火止１号井 － － 0 0 0

【4,900】 野火止２号井 2,500 1,750 1,300 830 830

新座団地給水場 野火止３号井 2,500 1,750 1,300 920 920

【600】 野火止４号井 2,850 2,000 1,300 1,290 1,290

受水量 野火止５号井 2,850 2,000 1,000 960 960

【9,610】 県水受水 9,610 9,610 9,610

団地1号井 2,845 1,990 600 590 590

自己水源　計 13,545 9,490 5,500 4,590 4,590

野火止/団地　計 13,545 9,490 15,110 14,200 14,200

西堀浄水場 西堀１号井 2,160 1,510 1,000 480 440

【9,400】 西堀２号井 2,160 1,510 1,300 850 770

受水量 西堀３号井 2,030 1,425 1,200 780 710

【19,620】 西堀４号井 2,160 1,510 1,500 900 820

西堀５号井 2,880 2,016 1,000 660 600

西堀６号井 1,440 1,010 1,000 660 600

西堀７号井 2,445 1,956 1,200 780 710

西堀８号井 3,310 2,320 1,200 910 830

県水受水 19,620 19,620 19,620

自己水源　計 18,585 13,257 9,400 6,020 5,480

西堀　計 18,585 13,257 29,020 25,640 25,100

片山浄水場 片山１号井 2,020 1,410 1,000 450 410

【7,200】 片山２号井 4,293 3,010 1,200 680 620

受水量 片山３号井 3,900 2,730 1,000 640 580

【15,070】 片山４号井 2,520 1,760 1,200 680 620

片山５号井 2,673 1,870 1,100 420 380

片山６号井（新設） 2,600 1,820 1,700 900 820

（県水受水）※ 15,070 15,070 15,070

自己水源　計 18,006 12,600 7,200 3,770 3,430

片山　計 18,006 12,600 22,270 18,840 18,500

自己水源 50,136 35,347 22,100 14,380 13,500

県水受水 0 0 44,300 44,300 44,300

計画一日最大給水量

計画一日最大浄水量

計画一日最大受水量

計画一日最大取水量
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表 ２－１１．既認可 計画取水量 

 

 

    
出典：「新座市水道事業経営変更認可申請書（第４次拡張変更）」平成 25 年度 
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２－４－２．埼玉県生活環境保全条例 

 埼玉県では、地下水の過剰汲み上げによる地盤沈下を防止するため、法律および条令に

より地下水の採取を規制している。 

 図 ２－１４に示すように、新座市は、埼玉県生活環境保全条例の第一種指定地域に指定

されている。第一種指定地域のうち、揚水機の吐出口の断面積の合計が 6平方センチメー

トルを超える場合は、知事の許可を必要となる。（図 ２－１５参照） 

 新座市の取水井（自己水）の揚水機の吐出口の断面積は、78.5cm2～122.7 cm2であり、図 

２－１５の許可基準が適用される。 

 

 

 
出典：埼玉県 HP  

図 ２－１４．地下水採取規制地域図 
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                出典：埼玉県 HP  

図 ２－１５．第一種指定地域 許可基準 

 

 直近で取水井の掘り直しを行った箇所は、片山 6号井（H26）、西堀 5号井（H29）、西堀 3

号井（R2）である。片山 6号井（H26）における県との協議の中では、取水井の掘り直しは、

以下のような指導があり、井戸の掘り直しについては、逐次埼玉県に確認する必要がある。 

 

  〇 取水井の改修は、１回までは可能である。 

  〇 同一地番内、同一スクリーンの改修に限定される。 

 

 参考に片山 6号井の申請書を次項に示す。 
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２－４－３．取水実績 

 自己水源の取水実績を表 ２－１２に、県水からの受水実績を表 ２－１３にそれぞれ示す。 

 浄水場別の取水実績をみると、一日最大取水量は計画取水量（既認可）を超過している。

野火止浄水場、新座団地給水場については、取水可能量（既認可）を超過している。 

 なお、平成 30年度と令和 2年度については、全体の最大取水量の発生日は県水の電気

点検日である。 

 

表 ２－１２．自己水源の取水実績 

 

※１）県水の電気点検日：11 月第２土曜日（H30/11/10、R1/11/9、R2/11/14） 

※２）西堀浄水場取水量 R2 年度(3/15)7,841 ㎥/日：野火止次亜注入設備の更新に伴い取水井を停止し、野火止受水量

を増量した。増量分は、西堀受水量を減少し、西堀取水井を増量したため、取水量が大きい。 

 

表 ２－１３．県水からの受水実績 

 

 
  

取水 計画 平成30年度 令和元年度 令和２年度

浄水場
可能量

（既認可）

取水量

（既認可）

平均

取水量

平均

取水量

平均

取水量

（㎥/日） （㎥/日） （㎥/日） （㎥/日） （㎥/日）

 新座団地給水場 600 590 1,847 1/28 829 1,686 11/9 715 1,236 9/3 562

 野火止浄水場 4,900 4,000 5,427 7/16 3,618 5,146 5/26 3,659 6,148 11/14 3,852

 西堀浄水場 9,400 6,020 6,714 2/22 4,065 5,894 2/9 3,890 7,841 3/15 4,490

 片山浄水場 7,200 3,770 5,067 11/10 2,799 4,440 2/9 2,342 5,147 11/15 3,105

全体 22,100 14,380 17,322 11/10 11,310 14,954 2/9 10,607 16,878 11/14 12,008

取水可能量(既認可)超過 計画取水量(既認可)超過

最大

受水量

（㎥/日）

最大

受水量

（㎥/日）

最大

受水量

（㎥/日）

※1 ※1

※1

※2

平成30年度 令和元年度 令和２年度

浄水場
平均

受水量

平均

受水量

平均

受水量

（㎥/日） （㎥/日） （㎥/日）

 野火止浄水場 9,610 7,930 7/8 7,190 8,200 1/28 7,058 12,010 3/10 7,246

 西堀浄水場 19,620 18,730 10/26 17,342 18,830 10/25 17,231 20,100 8/23 17,243

 片山浄水場 15,070 13,870 2/28 12,441 14,090 11/10 12,573 16,360 10/11 12,683

全体 44,300 38,530 7/11 36,973 38,070 7/18 36,862 38,820 3/3 37,172

最大

受水量

（㎥/日）

計画取水量

（既認可）

（㎥/日）

最大

受水量

（㎥/日）

最大

受水量

（㎥/日）



 

 

２-３３ 

２－４－４．自己水の現況評価 

１） 取水能力 

 自己水について、平成 13年度から令和 2年度までの 20年間の取水実績と水位差（自然

水位と運転水位の差）をみることで、現況の井戸の取水能力を評価した。 

 

 水位差が大きいほど、地下水の水源能力以上を取水している可能性があることや、経験的

に、物理的なスクリーンの目詰まり等で水位の回復が遅くなり、水位差が大きくなると想定

し、以下の基準で取水能力を評価した。 

  水位差 10m未満  ： 現況の取水量で地下水への負荷は小さい、 

     又はスクリーン等の異常はない。 

  水位差 10m以上 20m未満 ： 現況の取水量で地下水へ多少の負荷がある、 

     又はスクリーン等の異常がある。 

  水位差 20m以上     ： 現況の取水量で地下水への負荷が大きい、 

     又はスクリーン等の異常がある。 

 
 

＜西堀１号井＞ 

 近年の取水量は増加傾向で推移しており、取水可能量（既認可）を下回っているが、計画

取水量（既認可）を超えて取水している年がみられる。水位差は増加傾向で推移している。 

  

 
※計画取水量は、～H26.3 までは前回認可値、H26.4～は既認可値。取水可能量は既認可値。 

図 ２－１６．西堀１号井取水実績 

（㎥/日） （ｍ）

水位差最大 11.22 m

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2

221,366 208,851 162,725 180,237 173,311 183,118 150,732 228,399 85,335 213,362 160,452 156,575 100,228 126,135 149,177 154,986 159,449 183,348 188,272 217,013

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 163,791 103,506 134,373 157,697 167,851 168,708 187,199 191,552 225,860

西堀１号井

取水量（㎥/年）

実取水量（㎥/年）
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２－４－５．自己水１ｍ3当たりの単価の算出 

 令和２年度実績における自己水 1㎥当たりの単価を試算した。算出方法は以下のとおり

である。 

 

 自己水１㎥当たりの単価 ＝（ イニシャルコスト ＋ ランニングコスト ）÷R2年度取水量 

  ランニングコスト 

        ＝R2動力費＋R2薬品費＋原水水質検査費用＋保守点検費用＋通信費 

  イニシャルコスト＝導水管及び取水・浄水施設にかかる費用÷法定耐用年数 

   

 

 施設にかかる費用は、減価償却費として給水原価に反映されるため、実使用年数ではなく

法定耐用年数で除することで、年当たりの事業費を算出した。ただし、取水井については、

償却年数が 10年（地方公営企業法施行規則：別表第二号）であるため、以下の２ケースを

算出した。 

 ① 償却年数 10年で算出した場合の単価 

 ② 使用年数 50年で算出した場合の単価 

 

 

 

  



 

 

３-１ 

３．施設計画の検討 

 施設平面図の作成 

 

 以下の施設の施設平面図を作成した。 

  ①西堀浄水場 

  ②片山浄水場 

  ③野火止浄水場 

  ④新座団地給水場 

 

 施設平面図を図 ３－１から図 ３－４に示す。 
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図 ３－１．西堀浄水場 施設平面図  
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図 ３－４．新座団地給水場 施設平面図 
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 管網情報の構築及び計算将来の供給量の設定 

 

３－２－１．管網モデルの構築 

 管網情報（シェイプデータ）から、管網モデルを構築した。管網モデルの概要は以下のと

おりである。 

 

  管網情報       ： 令和 3年 12月 1日時点のシェイプデータ 

  対象管路       ： φ50以上の配水管 

 

 管網モデルの管路に新座市の検針水量を属性として付与した。メーターのシェイプデータ

から位置関係を把握し、メーター近傍の管路に検針水量を付与した。 

 

  検針水量       ： 令和 2年度年間使用水量 

  水量付与対象管路 ： φ50ｍｍ～φ250ｍｍの管路 

                  給水管の取り出し管路がφ250ｍｍ以下のため 

 

 大口使用者については、直接近傍の管路に水量（一日最大配水量）を直接付与した。 

 大口使用者は、令和 2年度実績有収水量 50m3/日以上の使用者とした。 

 表 ３－１に大口使用者リストを図 ３－５及び図 ３－６の大口使用者の位置図を示す。 

表 ３－１．大口使用者 

 

番号 配水区域 有収水量

(㎥/日)

日平均

配水量

(㎥/日)

日最大

配水量

(㎥/日)

日最大

配水量

(㎥/hr)

1 西堀低区 56 59 67 2.79

2 西堀低区 227 239 271 11.29

3 野火止 63 66 75 3.13

4 野火止 73 77 87 3.63

5 野火止 76 80 91 3.79

6 野火止 59 62 70 2.92

7 野火止 62 65 74 3.08

8 西堀低区 91 96 109 4.54

9 西堀高区 61 64 72 3.00

10 西堀低区 69 73 83 3.46

837 881 999 41.63

※配水量＝有収水量÷R2有収率(95.12%)÷R2負荷率(88.3%)

合計
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図 ３－５．大口使用者位置図（１） 
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図 ３－６．大口使用者位置図（２） 
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３－２－２．現況解析 

 現況の水理解析は、水道で一般的に使用されている、Hazen＆Williams公式を用いて行

った。 

  摩擦損失水頭Ｈ(m)＝10.666×Ｃ-1.85×Ｄ-4.87×Ｑ1.85×Ｌ 

    Ｃ：流速係数（110） ※設計指針を参考 

    Ｄ：管内径（m） 

    Ｑ：流量（m3／s）（配水量） 

    Ｌ：延長（m） 

 

 配水量は、令和 2年度で最も配水量が大きい時間として、以下の配水量で設定した。 

 なお、団地給水場は、この時は野火止浄水場から配水されていたため、配水量は 0m3/日

である。 

 

令和 2年 12月 31日 18時の配水量 

 

 配水区域別の配水量と水位を表 ３－３に示す。 

 大口使用者については、受水槽へ配水していることが想定されるため、時間係数を考慮

せず、一日最大配水量で設定した。 

 

 

 

＜参考 1：配水圧力について＞ 

 「平成十二年厚生省令第十五号水道施設の技術的基準を定める省令」（水道法（昭和三

十二年法律第百七十七号）第五条第四項の規定に基づく）において、配水圧力は、以下の

ように規定されている。 

 よって、管網計算の対象管路は配水管とし、給水管は対象外としている。 

 

（配水施設） 

八 配水管から給水管に分岐する箇所での配水管の最小動水圧が百五十キロパスカルを

下らないこと。ただし、給水に支障がない場合は、この限りでない。 

九 消火栓の使用時においては、前号にかかわらず、配水管内が正圧に保たれているこ

と。 

十 配水管から給水管に分岐する箇所での配水管の最大静水圧が七百四十キロパスカル

を超えないこと。ただし、給水に支障がない場合は、この限りでない。 
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表 ３－３．令和 2年 12月 31日の配水量と水位 

 

 

 

表 ３－４．各配水区域の時間係数 

 

一日平均配水量（㎥/日） 一日最大配水量(㎥/日) 一日最大時間最大配水量(㎥/hr)

R2実績 大口以外 大口 合計 大口以外 大口 合計 大口以外 大口 合計

西堀高区 7,036 64 7,100 8,268 72 8,340 596.00 3.00 599.00

西堀低区 14,169 467 14,636 15,456 530 15,986 1,085.92 22.08 1,108.00

片山 15,566 0 15,566 18,251 0 18,251 1,360.00 0.00 1,360.00

野火止 11,309 350 11,659 12,474 397 12,871 894.45 16.55 911.00

団地給水場 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00

合計 48,080 881 48,961 54,449 999 55,448 3,936.37 41.63 3,978.00

①※1 ②※2 ③ ①+②+③

配水区 HWL LWL 水位 ポンプ圧 設定水位

(m) (m) (m) (m) (m)

 西堀高区 91.50 44.13 42.86 － 86.99

 西堀低区 76.50 46.50 23.80 － 70.30

 片山 78.60 69.60 7.30 － 76.90

 野火止 57.00 28.00 25.70 － 53.70

 団地給水場 34.30 6.50 － － 6.50

合計

※1）野火止浄水場はLLWL、西堀高区は水圧測定地盤高（46.5-2.37＝44.13ｍ）

※2）西堀高区は配水圧力実測値（0.42MPa＝42.86m）

HWL=91.5 西堀高架水槽

WL＝88.2m

R2年12月31日 運用水位（設定水位）=86.99

18時

H=6ｍ

LWL=82.2m 42.86m

GL=44.13

西堀高区の

設定水位 調整バルブ：開度42％ （R2年12月31日18時）

西堀高区 1.730

西堀低区 1.686

片山 1.788

野火止 1.721

団地給水場 1.721

時間係数R2実績
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４．西堀配水区域の拡大の検討（配置計画の検討） 

 配置計画の検討条件 

 

 本市の水道施設の再構築を行うにあたって、片山浄水場及び野火止浄水場については、

立地条件が極めて厳しいため、更新するための新たな用地が確保できない。また、既存施

設内で更新する場合は、工事期間中における配水池容量を確保できない状況となる。水源

については、マンガンによる水源水質の問題、立地条件により更新が困難な井戸があるた

め、将来的には、片山浄水場と野火止浄水場の多くの水源を廃止する方針とした。 

 

 人口減少に伴い、給水収益の増加が見込めない経営状況の中、効率的かつ効果的な投

資を行う必要があり、既存施設を有効活用しつつ、維持管理面を考慮した施設配置とする

ため、以下の理由により、将来的には、西堀浄水場を基幹浄水場として施設配置することと

した。 
 

⚫ 西堀浄水場で、運転監視を行っており、基幹浄水場となる浄水場である。 

⚫ 西堀浄水場のほとんどの水源は、将来的に利用する方針であり、取水井を西堀浄水

場へ集約することで、イニシャルコストが年平均 42百万円とランニングコストが年平均

50百万円削減することができる。これらに加え片山浄水場と野火止浄水場の更新費

用分の削減が見込める。 

⚫ 西堀浄水場の周辺では、新規用地を確保できる可能性が高く、運用しながらの更新

が行える。 

⚫ 西堀浄水場は、本市の中心に位置するため、管路整備を行うことにより、片山配水区

域と野火止配水区域へ配水することが可能である。 
 

 浄水場を統廃合し、西堀浄水場に集約するため、分散型から一極集中による非常時対応

能力の低下が伴うことが考えられるが、西堀浄水場については冗長性を確保した施設整備

を行うことで、非常時対応能力の強化を図る。 
 

⚫ 配水池容量の確保（滞留時間 12時間以上） 

⚫ ２系統（回線）方式（常用、予備）の受電 

⚫ 自家発電設備の整備 

⚫ ポンプ等の設備の予備力の確保 
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 検討１：西堀配水区域から片山配水区域へ拡大 

 

１） 西堀配水区域から片山配水区域全域へ配水した場合 

 西堀配水区域から片山配水区域への拡大の検討をするにあたって、現況の片山配水区

域全域へ配水可能かを検討した。なお、片山配水区域への配水は、西堀配水区域と片山

配水区域の境界バルブを全開にして配水した。（西片送水管からの配水ではない。） 

 西堀配水区域は、高区と低区の２系統に分かれているため、西堀高区から片山配水区域

全域へ配水する場合、西堀低区から片山配水区域全域へ配水する場合の２ケースの管網

解析を行った。 

 検討結果を図 ４－２及び図 ４－３にそれぞれ示す。 

 西堀低区から配水すると、既設の配水管では片山配水区域の配水量を受け持つ能力を

保有していないため、損失水頭が大きくなり、片山配水区域全域で適切水圧を確保できな

い結果となった。 

 西堀高区からの配水についても同様な結果となり、片山浄水場全域が適切水圧を確保で

きない結果となった。 
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図 ４－２．西堀低区配水区域から片山配水区域全域へ拡大 

 

西堀浄水場 

 片山浄水場（休止） 

最小有効水頭：-37.6m 

最大有効水頭：45.8m 




